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企 画 振 興 統 括 監 嘉 数 登 君

交 通 政 策 課 長 座 安 治 君

交通政策課公共交通推進室長 宮 城 優 君

謝 花 勉 君
土木建築部都市計画・モノ

レール課都市モノレール室長

ただいまから、公共交通ネットワーク特別委員会を開会い○玉城満委員長

たします。

陳情平成28年第45号の５外６件及び閉会中継続審査・調査についてを一括し

て議題といたします。

本日の説明員として、企画部長の出席を求めております。

休憩いたします。

（休憩中に、企画部長から就任挨拶があった ）。

再開いたします。○玉城満委員長

陳情平成28年第45号の５外６件の審査を行います。

ただいまの陳情について、企画部長の説明を求めます。

なお、継続の陳情については、前定例会以降の新しい事実についてのみ説明
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をお願いいたします。

川満誠一企画部長。

それでは、企画部に対する陳情案件につきまして、お手○川満誠一企画部長

元の公共交通ネットワーク特別委員会陳情に対する説明資料により、処理概要

を御説明申し上げます。

表紙をめくっていただきまして、陳情説明資料の一覧表がございます。

継続の陳情が６件、新規の陳情が１件となっております。

前回の処理方針に変更のない陳情につきましては説明を省略し、変更のある

陳情について御説明いたします。

初めに、１ページからでございます。

陳情平成28年第45号の５、平成28年度「離島・過疎地域振興に関する要望事

項」に関する陳情につきまして、処理方針を変更しており、変更した部分を下

線で表示しております。

３ページをお開きください。

記４のフェリーニュー久米島の代替船導入を支援することについて、上から

２段落目について修正を行っています。

読み上げて、説明いたします。

「県としては、更新支援計画に基づき、全16航路の船舶更新を着実に進める

ことが重要と考えており、２隻目の支援については、残る８航路の支援を実施

していく中で検討したいと考えております 」に修正しております。。

次に、12ページをお開きください。

新規の陳情であります。

陳情第46号の５、平成29年度「離島・過疎地域振興に関する要望事項」に関

する陳情に係る経過・処理方針等について、読み上げて説明いたします。

記１について。現在、本部町においては、３系統の路線バスのほか、那覇空

、 、 、港から沖縄自動車道を経由してホテル等を結ぶ 高速バス 空港リムジンバス

やんばる急行バスが運行されております。３系統の路線バスについては、利用

者数が少ないこと等により欠損額が生じていることから、県、国、本部町、今

帰仁村及び名護市は、交通事業者と協議の上、不採算路線の確保・維持に係る

支援を行っております。

また、県は、県民及び外国人を含めた観光客の移動利便性向上に資する多言

語対応機器等の導入、運賃精算が便利になるＩＣ乗車券システムＯＫＩＣＡの

導入等を促進し、公共交通利用者の利便性向上に取り組んでおります。

県としましては、引き続き、国、市町村、交通事業者等と連携し、多様な交
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通ニーズを踏まえた地域公共交通の確保・維持・活性化に取り組んでまいりま

す。

続いて、13ページをお開きください。

記２について。粟国―那覇の航空路線については、平成21年５月末までに運

航してきた琉球エアーコミューター株式会社の路線撤退後、平成21年６月から

第一航空株式会社により運航しておりましたが、平成27年８月28日に起きた粟

国空港での事故の影響により、運航が休止している状況にあります。

現在、第一航空において、大阪航空局の指導のもと操縦士の訓練等を行って

おり、本年秋ごろの再開を目指しているところです。

県としましては、同路線の運航再開に向け、関係機関と連携して取り組んで

まいります。

記３について、石垣―波照間の航空路線については、第一航空が粟国路線を

再開した後に、同社が新たな操縦士を確保し、波照間空港を活用した訓練等を

行う等運航体制を整備するとともに、関係機関と就航に向けた協議を行ってい

くこととなります。県としましては、同路線の就航に向け、関係機関と連携し

て取り組んでまいります。

以上で、企画部に関する陳情案件の処理方針等の説明を終わります。

御審査のほど、よろしくお願いいたします。

企画部長の説明は終わりました。○玉城満委員長

これより各陳情に対する質疑を行います。

質疑に当たっては、陳情番号を申し述べてから重複することがないよう簡潔

にお願いいたします。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行うよ

うお願いいたします。

質疑はありませんか。

平良昭一委員。

２ページ、陳情平成28年第45号の５の伊江島空港の定期便就○平良昭一委員

航に向けてのことですが、以前からの話で、平日に民間利用が原則できないと

いう話がありました。ここに来て、エクセル航空株式会社が参入に乗り出した

いという話が二、三カ月前からありますが、そういう状況等を踏まえて、現在

の交渉の条件等をお話ししていただけますか。

伊江島空港の活用につきましては、５月に伊江島に私○座安治交通政策課長
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どもで伺いまして、村長と意見交換をしてまいりました。そのとき、村長から

エクセル航空からお話があるということと、那覇空港のセカンダリー空港とし

ての活用ができるのではないかというお話がございまして、現在はその可能性

について、役場の職員と意見交換をしているところなのですけれども、現場を

実際見てまいりまして、確かに滑走路はきれいに整備されておりまして、ただ

一部ターミナル機能がもう使えない状況といいますか、老朽化して使えない状

。 。況になっていると あとは消防車両も老朽化しているという課題はありました

ただ、今、土日だけの運航しかできないという状況があります。エクセル航空

は本部町にも拠点を持っていらっしゃいまして、そこから拠点として北部方面

にも飛ばしていきたいと。伊江島については土日しか使えないので、何とかし

ていただきたいという要望は聞いております。ただ、ここら辺はすぐに空港、

空域が使えるような状況になるかというとちょっとそうもいかない状況があり

まして、まずは土日だけでも運航ができないかどうか、今ちょっと意見交換を

続けている状態です。

今、那覇空港が過密な状態にあるということで、それを補う○平良昭一委員

ために固定翼機を飛ばして、ヘリで区間を移動するというような状況の話を聞

いております。ただ、そうなると今、土日という制限がありますよね。米軍と

のかかわりだと思いますので、具体的に全く平日は利用できないなのか。また

土日の利用できる時間帯というのはおわかりですか。

土曜日と日曜日については、土曜日の12時15分から16○座安治交通政策課長

時45分まで。日曜日につきましては、９時15分から16時45分までとなっており

まして、平日については利用できないということになっております。

全く平日が利用できないというのであれば、皆さんの定期便○平良昭一委員

就航の条件が整い次第ということでありますけれども、陳情への対応はね。こ

れは全く平日は米軍との交渉の中でも100％無理だというような状況なのでし

ょうかね。その中で、県管理の空港を置いているということ自体が、ちょっと

私は理解に苦しむなということがありますけれども、いかがでしょうか。

施設整備については定期便の条件が整い次第というこ○座安治交通政策課長

とで、こちらは土木建築部でお答えになったところなのですけれども、施設の

整備について、具体的に航空会社が決まった時点で、ターミナル等の整備を行

っていきたいという意味合いと理解しています。その前に路線の誘致というの
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ですか、そういう運航してくれる会社を探してくることが先決だというところ

だと思います。

土日しかできない路線で、果たして採算がとれるという企業○平良昭一委員

がいるのでしょうかね。そういう面では、平日の時間帯に、少しの時間帯でも

できるというような目安がないとですね、やはり一週間通して土日だけという

のは絶対採算がとれるわけがないと思うのですよ。その面では、県と国との折

衝、米軍との折衝も必要になるかもしれませんけれども、土日でも時間帯によ

、 、って使えるということであるのであれば 平日の中でも使える時間帯があれば

これは固定翼機１機、２機ぐらいでも可能性が出てくると思うのですよ。その

、 。辺の交渉をするような考え方は全く 企画部としてはできないのでしょうかね

現在、運用時間についての情報は基地対策課と話し合○座安治交通政策課長

ってはいるのですが、現行はまだいきなり平日を外すということをまだ検討し

てございません。今、委員がおっしゃったように土日だけでは採算性が非常に

厳しいというのは当然私たちもそう思ってはいますので、できる可能性がない

かどうか基地の関係部署等と話をしていきたいと思っています。

エクセル航空自体も、伊江島空港の利用制限の撤廃が大前提○平良昭一委員

だと言っているわけですから、それに対して皆さんは企画部も知事公室もそう

。 。 。ですよ 交渉はするべきだと思いますよ そこがそう言っているわけですから

その辺はクリアするべきものはかなり難しいかもしれませんけれども、伊江村

からもそういう要請が出ているのであれば、それなりに動くことも必要な条件

になってくると私は思いますので、その辺は努力していただきたいと思ってい

ます。

それともう一点、新しい陳情の12ページですね。陳情第46号の５の中での本

部町の地域公共交通の件ですけれども、この路線は３路線、かなり昔、大分前

から赤字路線でありまして、補塡をかなりやってきているような状況があると

思います。この状況をお話ししていただきたいと思います。

本部町に関しましては、本部半島線というのが一周ぐ○座安治交通政策課長

るっと半島を回っている路線がございます。これにつきましては、国庫補助の

対象路線でございまして、国・県・市町村で支えていると。本部半島線は、国

・県補助額が合計で3690万8000円。これは平成28年度ということになっていま

す。そのうち国が1511万1000円。県が1558万7000円。それから市町村分、これ
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は名護市、本部町、今帰仁村の３市町村でございますけれども、1029万6000円

を支出してございます。

３路線ありますよね。○平良昭一委員

残りの２路線でございますけれども、残りの２路線に○座安治交通政策課長

つきましては、沖縄バス株式会社と株式会社琉球バス交通で共同運行の形態を

とっておりまして、まず系統番号70番の備瀬線、それと瀬底線―これは76番で

すね、両方あります。両方とも、国の補助はございませんので、県と市町村で

支えているということです。備瀬線につきましては、全体の補助額が1063万

4000円、これにつきましては県と市町村でそれぞれ531万7000円ずつ負担して

おります。瀬底線につきましては380万 8000円、これにつきましても県

、 。181万5000円 県と市町村でほぼ折半して支えているような状況でございます

半島一周線の件に関しては、これは国・県・地元の市町村と○平良昭一委員

いうのは本部町、今帰仁村、名護市ということですか。その３市町村というこ

とですか。

本部半島線は、それぞれ国・県と名護市、本部町、今○座安治交通政策課長

帰仁村で負担しております。

３市町村の負担割合というのは決められているのですかね。○平良昭一委員

これは協議して決めておりまして、これは路線長に基○座安治交通政策課長

づく割合で分担しております。

本題に入っていきたいのですけれども、陳情の思いは運行形○平良昭一委員

態やルートの検討を行いということでありますから、当然企業の皆様方とも地

。 、 、域はお話をしていると思います その中で その要請が出てくるということは

県が何らかの努力をしなければいけないものがあるのでしょうか。

北部圏域のバス路線につきましては、本部町だけでは○座安治交通政策課長

なく、北部圏域で再編の案というものをつくっています。これは北部地域交通

体系基本計画というものを、北部広域市町村圏事務組合が平成26年に策定して

おります。それに基づいて、北部地域全体のバス路線のあり方を検討していっ
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て、その計画ができて、それに基づいて、取り組んでいこうということで、平

成27年、平成28年、いろいろ動いていたようですけれども、実際に実証実験に

移ろうというところで今、計画が頓挫しているというふうに聞いております。

理由として、現在、バスの需要が非常にきついと。運転手についても、車両に

ついてもきついので、事業者が実証実験に応じられないという事情があると伺

っております。

これは北部地域全体のことに言えると思いますけれども、か○平良昭一委員

なり交通弱者の立場の皆様方はバスに頼っているのですよね。しかし、なかな

か利用できるような状況ではないというのは、路線の変更、あるいは運行の形

態についても、かなりの努力が必要になってくる。改善が必要になってくると

いうことでの趣旨だと思います。その反面、皆さんよく御存じのとおり、那覇

空港からの高速バスがありますよね。ホテル等と結びついているもの。今帰仁

村から出ているものがありますが、かなり利用率がいいのですよ。いつも外国

人を中心にしながら、ほぼ満杯に近づいているような状態で運行しているとい

うことで、同じ地域のバスにしても、なぜこれだけの開きがあるのかなと非常

に疑問にも思っているのですよ。そういう面では、運行の仕方、要するにサー

ビスの低下があるのじゃないかなと若干思ったりもするのですけれども、その

辺はどうですか。

委員がおっしゃるやんばる急行バス、沖縄中央観光が○座安治交通政策課長

運行している路線でございますけれども、１日９便走っておりまして、確かに

ほとんど満車状態だと聞いています。それで、好調なところを見まして、ほか

のバス会社も今度７月１日から空港から本部町のホテルオリオンまで、従来の

急行バスを延ばしまして、そこまで行くような高速バスを一部路線変更して運

行を開始したところでございます。片道2500円程度で行くと伺っております。

、 、 、現在 ７月１日から運行なので まだ実績等ははっきりしないのですけれども

そこら辺の参入も出てきているところかなと思っております。

とにかく、交通弱者の立場での路線の維持、いろいろ国・県○平良昭一委員

あるいは市町村の負担分は若干あるかもしれませんけれども、やはり最後の足

ですので、タクシー等も少ない地域でございますし、バスに頼るのも本当に大

きなウエートを占めてくると思いますので、そういう面では交通弱者の立場の

中でのこれからの対応をぜひお願いしたいと思います。

最後に、県内で不採算路線というのは幾つくらいあるのですか。
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現在、国・県・市町村で補助して支えている線は40路○座安治交通政策課長

線ございます。ただ、ほかの路線につきましても補助を受けていない会社がご

ざいますので、そこについては我々も路線の赤字の状況というのは、経営状況

を見せてもらえないものですから、わからないような状況です。ただ、赤字も

あると伺っております。路線ごとにですね。補助を受けていない事業者であっ

ても。それは複数の路線を運行しているというところでございまして、バス事

業者は乗り合いバスだけではなくて貸切バス、あるいはその他の事業もやって

いらっしゃるところが多いので、そこら辺で収支をとっていると聞いておりま

す。

僕が聞きたいのはそれじゃない。要するに、県内で不採算路○平良昭一委員

線というのはかなりあるのですか。地域的にあるのですかということなのです

よ。

今、私たちがはっきりつかんでいる40路線ということ○座安治交通政策課長

でございます。

国の補助が少なくなるという話が過去から結構耳にしてきて○平良昭一委員

いるのですよ。実際そういうことがこれまでありましたか。今後そういう可能

性もありますか。

実は今年度、バスの路線補助制度の一部を国が改正す○座安治交通政策課長

るのじゃないかという話がありました。その動向は県のほうも注視していたの

、 。ですけれども 特に改正はなしということで決着したという状況でございます

ほかに質疑はありませんか。○玉城満委員長

大城憲幸委員。

まず、新しい陳情、13ページをお願いいたします。○大城憲幸委員

陳情第46号の５の粟国―那覇の路線についての陳情なのですけれども、この

中で信頼の置ける透明性の高い会社にということがありますよね。それで、今

もこの中でもあるように第一航空にいろいろ体制を改めてもらって、そこでと

いうふうに進めているわけですけれども、粟国の地域からすると、そこに対す

る不信感というものが多々あったと思うのですよね。その辺の払拭なり、地域
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と会社との状況というのはどうなっていますか。

粟国路線につきましては、再開に向けて説明会を３回○座安治交通政策課長

地元で行いました。第１回目は大阪航空局の主催で、安全性の確保についてと

いうことで説明がまず国から。それから第一航空から訓練の進 状況等につい

て説明を行ったということです。３回とも私どもの立ち会いのもとに説明会を

やったところでございますけれども、当然第１回は第一航空はいなくて国から

、 、の説明だったのですが 第２回が第一航空から謝罪の言葉とともに運航の状況

安全性をしっかり担保している状況をつくりましたという報告がありました。

地元からかなり厳しい意見がございました。二度と起こさない体制を本当に約

束できるのか、あるいはいつ飛べるのかと。それと、飛んでももう乗らないの

ではないかというさまざまな意見がございました。厳しい意見がかなりあった

のでございますけれども、第２回目というのは４月にあったのですけれども、

去る４月では安全性が―究明がある程度進んできたというところも受けてです

ね、訓練の再開がいつごろできるのですかと。これは、はっきり言えない段階

なのですが、そういう質問とか、一部再開を待っているというところもござい

まして、少しずつ理解が進んでいる状況なのかなということです。

当初、会社が地域説明会をしたいと言っても地元は拒否した○大城憲幸委員

みたいな話も聞こえたものですからね。今の話からすると、県あるいは国が間

に入ることによって、その辺は払拭されたと考えていいのですか。それとあわ

せて、今後の体制についても、この３回の説明会の中で、県としても任せられ

る会社という判断をしたということでよろしいですか。

説明会は、就航前にあと１回はあると思っていますけ○座安治交通政策課長

れども、国と県で一応立ち会って、第一航空、今の取り組み状況等を精査して

話をしてきています。安全面については、国が当然責任をもって体制をチェッ

クした上での再開ということですので、それは国にお任せしておりますけれど

も、そこら辺の支援とかも、残念ながら第一航空以外に再開できる事業者が今

のところ見当たらないという状況もございまして、これで再開できるのではな

いかということで、国と一緒になって再開を目指して取り組んでいるところで

す。

開始時期なのですけれども、今年の秋ごろの再開を目指すと○大城憲幸委員

いうことなのですけれども、ある意味で平成27年８月28日ですから、もうすぐ
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満２年になるわけですね、とまってから。この２年というのは少し、けじめと

いうか、そうだなと思ったのですけれども、その辺秋ごろといっても広いので

すけれども、現時点ではできるだけ早目に、あるいはさっきやった安心・安全

というものを担保できないと再開できないものもあるのですけれども、現時点

で２年を越えて、何月ごろになりそうというのはあるのですか。

今、秋ごろとなっておりますのは、訓練は順調に進ん○座安治交通政策課長

、 、でいるのでございますけれども 今から台風シーズンが到来するということで

ツイオッター―機材ですけれども、プロペラ機で、有視界飛行といって視界が

開けていないと飛べない。夜は飛べませんし、天候が悪いと飛べないような飛

行機なので、台風以外でも風が強かったり雨が強いときも訓練ができないよう

な状況になっています。それがあるので、はっきりした期日というものがまだ

言えないところ。ただもう少し進んでいけば、もちろん切符は前売りしていき

ます。そこら辺を見ながら、具体的な日付というのは決まってくるというふう

に見ています。

釈迦に説法なのですけれども、安心・安全を確保するという○大城憲幸委員

のも最優先、ただやはり何十億円もの国民の税金を使って補助をしながら２年

間もとまっているということは異常な状況ですので、国と一緒になってバック

アップして、早急な再開をお願いします。

次、３ページをお願いいたします。平成28年陳情第45号の５ですね。この中

で、処理方針が変わりました。基本的には一緒なのでしょうけれども、最近、

非常に、この２隻目の補助、あるいは高速艇の補助を求める声が多いのですけ

れども、久米島のみではなくて。その辺については、あるようにとりあえず計

画の残る８路線を早急にやってから進める、というのは基本ではあるのは間違

いないのですけれども、ただこれが一段落ついてからまた考えるということで

は、なかなか今の離島の皆さんからの声には応え切れないなと思うのです。も

うちょっと早くしてくれと言う声が非常に多いと思うのですが、その辺につい

て、総括をしながら、費用対効果というか、この前半に導入した部分の効果を

きちっと早急に検証しながら、並行して２隻目の導入についてというようなも

のも必要だと思うのですけれども、その辺の状況はどうなっているのですか。

県としては委員の御指摘のとおり、全ての計画を終えて○川満誠一企画部長

後に検討するということではなくて、今後また日程をとりながら小規模離島を

中心に残り８隻ございますので、これを進めて行く中で―これは最初に計画を
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全当事者が集まってつくったものですから、さらに計画を変更するということ

になりますので、全ての計画に行き渡ることの見通しが立った段階で、計画の

見直しをして、全員の意見をお伺いして、そのときの予算の状況等々も確認し

て、スキームについても同じでいいのか、守るもの、検討する項目があろうか

と思いますので、その中で検討していくということでございます。

総括という意味で、これはうちの会派の當間議員がよくやっ○大城憲幸委員

ていると思うのですけれども、これだけ何十億円もかけて税金で船を買ってあ

げたのに本当に運賃が下がっているのかという部分では、県としてもきちっと

そういう効果が出ないと次に進めませんよ、みたいな議論もあってもいいのか

なと思うんです。その辺について、実際下がっているのですか、どう県として

考えているのですか。

この運賃の話、まず離島航路運航安定化支援事業で船○座安治交通政策課長

、 。舶を支援している対象が 小規模離島の赤字航路という位置づけでございます

もともと赤字を出している、それで運航費の支援をしているところなので、建

造支援をしたからすぐに黒字化するというのは非常に難しいところでありま

す。中には累積の赤字を抱えているところもございまして、なかなかそういう

ところは、運賃の改定には至らないというところで、また現在この運航安定化

で支援した航路について、値下げというところ、運賃の改定があるというのは

ないのですけれども、それは資本の蓄積、離島航路運航安定化支援事業で船の

負担、リース料が軽くなった分、それをどう内部で留保して、その運賃に返し

ていけるのかというところは、経営の判断のところがございまして、なかなか

今そういうところまで至っていないという状況です。

その辺は多分これまでも議論されてきたことですから、余り○大城憲幸委員

たくさんは言わないですけれどもね。やはり感じているのは、今の話はわかり

ますけれども、やはり単にこの船会社―村営、町営も多いのですけれども、そ

この赤字補塡になってしまっていないかというところだと、やはり次に、前向

きに、次のステップになかなか進みにくいのですよね。それはやはり、これを

やったから観光客がふえたよ、島の皆さんの暮らしがよくなったよというのを

きちっと出していかないと、２隻目の部分というのもなかなか進みにくい部分

もあると思いますので、そこは県として、この市町村なり会社なりにもっとも

っと強く言ってもいいのじゃないかなという気がしておりますので、検討をお

願いいたします。
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実は運航安定化支援事業については、国と一緒に主催○座安治交通政策課長

する補助事業の説明会の中でも、県の運航安定化支援事業を紹介する際には、

将来的に航路収支が好転した場合には運賃に反映させるということをパンフレ

ットの形式の文書の中でお願いしているというところでございます。

その方向ということではあるのですが、やはりもっとスピー○大城憲幸委員

ド感を持ってやってほしいと思います。

最後に１点だけ確認ですが、今なかなか県が方針を出すのを待てないから、

すぐにでも必要という声があるわけですよね。そういう意味では、例えば沖縄

県離島海運振興株式会社―離海振でしたか、そういうような制度を使って先に

船はつくっておいて、後で補助を充てていくというようなことも可能と考えて

いいですか。それとも先に発注しているものは補助の対象にならないとかいう

議論もあるのですか。その辺はどう考えていますか。

まだ詳細な検討はされていないのですけれども、従来○座安治交通政策課長

のスキームで、離海振を活用してリースしていただくと、船はもう老朽化して

いるわけですから、当然それで更新していただくと。それで２隻目の支援がで

きるということで、これはかなり―今の航路をやった上で、場合には形として

は買い取り支援という形になるのかなと思います。

今言ったような形で、どうしても待てないという声も聞こえ○大城憲幸委員

るものですから、そういう皆さんにも対応できるような仕組みがつくれればい

いと思いますので、ぜひ検討をお願いしたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城満委員長

狩俣信子委員。

11ページお願いいたします。○狩俣信子委員

陳情第７号の２、沖縄県退職者連合会から出されたものなのですが、やはり

公共交通の充実として、高齢者や障害者の皆様にも優しい交通機関の整備とい

うのですか、路線の整備とかが必要だと思うのですね。ここで上げてあります

答弁の中で、ノンステップバスに取り組んでいるとのことなのですが、近年で

どれくらいがノンステップバスになっているのでしょうか。
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沖縄県では、平成28年３月末の数字でございますけれ○座安治交通政策課長

ども、ノンステップバスは202両ございます。総車両数が734両あります。ノン

ステップバスとしないといけないというか、その適合車両というものがありま

して、ノンステップバスが導入できない路線とか、道路の形状とか、そういう

ところも一部ございますので、100％とはいかないのですけれども、それを除

きまして―ノンステップができないところとか、新しい車両はノンステップに

することができるのですけれど、古い車両はまだ減価償却期間内で使っている

ものはこの導入比率の対象外となっております。そのノンステップバスの対象

とするバスのうち、沖縄県でノンステップ化されているのは55％というような

状況です。

やはり私も歳をとってくるとバスの高さが、県議会のバスで○狩俣信子委員

も高いのですよ。ああいうのを考えると、やはり一般の乗り合いバスが高齢化

に伴って、ノンステップバスというものが55％とおっしゃったけれども、これ

をもっと進めるために県としての取り組みはありますか。

県ではノンステップ化が―御存じのように沖縄県は随○座安治交通政策課長

、 、分前にバス会社がかなり経営が厳しいところがあって 全然導入されておらず

全国最下位だったと思います。それが今だと11位まで上がってきております。

普及率に関しては。これは国の沖縄振興一括交付金―一括交付金を活用して、

県で基幹路線を中心にですけれども、そこにノンステップバスの導入費補助を

してきたということが１点あります。今年度も引き続き車両の購入補助を行っ

ている状況でございますから、それを活用していただいて促していくというこ

とと、バス事業者が新規に買っていただくというところは、ノンステップバス

を買わないといけないという義務づけもございますので、そこら辺は着実に進

んでいくと理解しています。

要するにある程度県もそれに補助を出しているということで○狩俣信子委員

すね。１台につきどのくらい出ているのですか。

１台当たり1500万円を支援しております。それと、事○座安治交通政策課長

業者のバスの車両が大体2500万円くらいしますので、事業者負担が1000万円く

らいです。それと補助実績ですけれども、平成28年度までで191台の車両に対

して支援しているという状況です。



- 15 -
H29.07.11-02

公共交通ネットワーク特別委員会記録

、 、○狩俣信子委員 同じページなのですが 皆さん処理方針の中で下から３行目

県としては引き続き関係機関と連携し、ユニバーサルデザインの推進と公共交

通の利用環境改善に取り組んでいくと書かれているのですけれども、今これは

どういう状況なのですか。計画的に何かなされているのでしょうか。

ユニバーサル化の推進は、福祉の関係と観光客の誘客○座安治交通政策課長

のためにも必要な施策として、誰にでもわかりやすいデザイン、表示をすると

。 、 、いう意味合いでございます 今現在 具体的にわかりやすいバスということで

少しずつ取り組んでいる状況でございますけれども、障害者の方々のためにノ

ンステップバスの導入とか、あるいは行き先表示別にカラーリングですね。バ

スの行き先で赤とか青とかそういう色分けをするというふうな推進と、それか

らバスの脇にも行き先が表示できるようなものをやっています。車内において

も、サイネージを設置しまして、４カ国語対応のバスの行き先 「次はどこで、

す」という表示がされるように現在ほとんどなっている状況です。それとバス

停の表示につきましても、まだなかなか実現できていないのですけれども、初

めての方にわかりやすいバス停の表示ができないかということで、いろいろな

研究をしているのですけれども、なかなか沖縄の場合は同じところに名前の違

うバス停が複数ある場合が、那覇市内は特にございますので、それを何とかで

きないかということで今いろいろと検討はしているところでございますが、な

かなかうまい解決策がないような状況です。

要するに交通弱者がふえる中で、乗りやすい乗り合いバスと○狩俣信子委員

いうのはとても大事だし、利用環境改善というのはこれからもずっとやってい

かなければいけない問題だと思っているのですね。その１つに、例えばバス停

で雨が降ったり太陽が照ったりすると。バス停の屋根というのですか、上屋み

たいな何かをつくっているのですかね。それはどういう状況ですか。

バス停の環境、バス待ち環境の改善というのですけれ○座安治交通政策課長

ども、県では基幹路線を中心にやっているのですけれども、バス停、最近は国

道58号で見かける白い大きなホワイトボードくらいある大きなバス停ですね。

あれを設置してわかりやすいように、認識しやすいようなバス停。それと同時

にバス停の上屋も雨を防ぐ、日光を防ぐための上屋も整備しているところでご

ざいます。ただ、ここら辺は県だけではなくて、那覇市においては那覇市が最

近白いバス停、御存じだと思うのですが、屋根がガラス製のですね。そういう

ところを取り組んでいる状況でございまして、それぞれ市町村及びバス協会で
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も一部設置しているものがございますし、県においても道路改良時にはできる

だけ更新していただきたいということで、土木建築部と協議してバス停の上屋

の設置については、依頼して積極的に進めているところでございます。

要するに各市町村と連携しながら、そういう事業を進めてい○狩俣信子委員

っているわけですね。じゃあ各市町村がこれからますます前進しますように、

県からの話しかけとかそういうものも必要だと思いますので、高齢者のために

も頑張ってください。

ほかに質疑はありませんか。○玉城満委員長

座喜味一幸委員。

１つは離島からの要請がありました、陳情平成28年第45号○座喜味一幸委員

の５の離島空路整備法に関する要請が上がっております。沖縄県は離島県であ

るだけに、沖縄本島・離島含めて、航空燃料税を含めた、公租公課を下げてい

くかというのは大変重要。さらには小さな離島を抱えておりますから、これを

暫定法ではなくして、恒久法として交通の利便性を図っていくというのは大変

重要なことだと思っております。県としてもそれなりの要望活動等をやってお

られるようですが、どういうスキームで、今後どういう展開を図ろうとして、

これを確かなものにしていこうとしているのか、その辺の話をください。

国への要望につきましては、離島航空路線を有する６道○川満誠一企画部長

県―北海道、新潟県、島根県、長崎県、鹿児島県、沖縄県で、離島航空路問題

協議会というものを設置しておりまして、会長は鹿児島県知事でございますけ

れども、この６道県が連携しまして、運航費及び航空機の購入費用に係る財政

支援でありますとか、委員御指摘の航空機燃料税の軽減措置等の支援措置をよ

り確実なものとするために国土交通省に要請を継続して行っているところでご

ざいます。

クリアすべきことは大変大きいと思うのだけれども、どう○座喜味一幸委員

。 、 、なのでしょうか こういう動きというものは 確かなものにしていくためには

それ相当の、我々の要望を含めたいろいろな意思が伝わっていかないといけな

いと思うのだけれども、今後の確かなものにしていくために、県はどういうさ

らなる努力をしていこうとしているのか。その考え方を。
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御指摘の離島航空路に関する新たな法律につきまして○川満誠一企画部長

は、今現在、存在している離島航路整備法と同様に、国の全国的な支援措置が

確実にされるような根拠法としての立法が望ましいと考えておりますので、沖

縄県としましては、共通の課題を抱える関係道県と連携して、さらには例えば

全国知事会でありますとか、そういうところに御理解を求めて取り組んでまい

りたいと考えております。

大変大事なことなのでね、沖縄の観光振興、沖縄がここま○座喜味一幸委員

、 、 、で伸びてきているというのは 少なくとも航空行政においては 燃料税の軽減

その他含めて沖縄県の離島振興法というのか、新離島振興法に定められた部分

というのが大きい。さらにこれを継続的にしていくというのが、今後の投資を

含めて大変重要なことでありますので、ぜひとも努力をしていただきたいとい

うことを希望します。

それからもう一点は、陳情平成28年第46号の５関連で多良間、波照間、粟国

等を含めた第一航空の問題なのですが、客観的に見ていて問題点の整理が余り

にもひどい。第一航空に問題があるのかどうかですね。ちょっと細かい話にな

りますが、飛行機を買ってもう２年にもなっていると思うのだけれども、この

飛行機の財産、もしくは購入してからいまだに動いていない財産の取り扱い、

。 、これに関する経費等はどういう形で今やっているのか その辺は金額も含めて

実態はどうなっているのか。財産の取り扱い、そして今の管理とどういう形で

やっているのか。

第一航空にツインオッター２機を補助をしたと。これ○座安治交通政策課長

、 、は国と県で それぞれ75％と25％という負担割合で補助をしたのですけれども

これはあくまで第一航空が購入した機体に対して補助金を出したというスキー

ムになっておりますので、所有権は第一航空、第一航空の持ち物として購入時

からずっと現在まで、会社として管理しているというところでございます。

飛行機の利用状況というのは、そのまま格納庫において遊○座喜味一幸委員

んでいるのか、どうなっていますか。財産も行政財産だったはずだけれども補

助は出したというのなら向こうの財産だった。しかし、これが２年間も新規の

新品の飛行機がある。それからトラブルは起こしたけれども、そのとき故障し

た飛行機に関しては第一航空で全部直せというのか、それともまたこれから再

開に向けてこの補修費等がかかるのか、それに関して行政としてどうフォロー

するのか。そういう形が見えないと、多分また力がありません、修理費があり
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ませんというようなこと等、細かいことになるとまだ問題があるような気がし

ますが。

今、第一航空では、機体を２機購入したわけですけれ○座安治交通政策課長

ども、初めのうち少しだけ飛んでいて、それから事故を起こしてストップして

いると。ストップしている間の状況、事故を起こした機体は修理をしないとい

けませんので、カナダに送って、修理が終わって、大阪まで今来ていると聞い

ております。検査があって、いろいろと検査した上で沖縄に来るということで

す。残りのもう一機ですけれども、これについては、今回事故を起こしてパイ

ロット養成強化から始めたという経緯がございまして、その訓練のために使用

していると。その間、ずっとメンテナンスが当然かかるわけですけれども、第

一航空は航空会社で整備士も抱えていらっしゃいますし、そこでずっと整備は

行っていると聞いています。それから、修繕に係る機体に関しては保険があり

ましたので、それで補塡したと聞いております。

１機は下地島空港でパイロットの訓練をしたら、またそこ○座喜味一幸委員

でも事故を起こしたのだよね。だから、財産が完全に第一航空にいっていると

、 、 。 、いう 100％補助で 第一航空の財産になっている ある意味では我々からの

県の金を支出している側からすると、もう少し力のあるような会社に、例えば

地元の翼もあるわけだし、そういうこともトータルで考えて、フレキシブルに

行かないと、本当に待ちに待っている多良間、波照間、粟国。本当にうまくい

くのかというような思いがあってね、それに関しては明確なわかりやすい手を

打たないといけないのかなと思っているのですが、どうなのですかね、部長。

粟国路線で事故が起きて、路線がストップして、県と○座安治交通政策課長

しては第一航空に限らず就航できる可能性はいろいろと当たってきたところで

ございます。当然地元の翼のところもいろいろとかなり強い要請はやってきた

のですけれども、なかなか彼らとしてもすぐに飛べる状況にないですよと。Ｒ

ＡＣ、ＪＴＡに関しても新機材が今導入されて、更新しているところでござい

ます。それだけでも手いっぱいだというところも言われております。できるだ

けということで、今探して最後に残っているのが第一航空というところでござ

います。

、 、○座喜味一幸委員 いずれにしても 待ちに待っている地域があるわけだから

速やかな対応をお願いしたいと思います。
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それともう一点は、交通政策そのものが、非常に我々の離島の中でバス路線

の赤字、飛行機運賃の低減化、物流の輸送費、離島コスト低減化等々、ちなみ

に交通政策課として抱えているそういう交通政策に係るトータルとしての予算

は、アバウトでどれくらいありますか。特に一括交付金絡みで。

済みません、今手元に資料がないため大変アバウトで○座安治交通政策課長

ございますが、交通コストで約20億円、船舶更新の安定化支援事業がことしは

少ないのですが来年は５億円程度、それからほかには大きなものではございま

せん。ほとんど調査費とか。

そういうものをもろもろ含めて、離島の生活安定のための○座喜味一幸委員

コスト低減、農林水産物の不利性解消、離島の航空運賃赤字、船の赤字路線の

話とかとすると、これは相当な仕事になっているわけですよね。それで非常に

気になるのですけれども、来年あたりの予算編成で、ＭＩＣＥの話が出てきま

して、520億円というような総事業費という話がちらほらしたときに、平成30

年、平成31年、平成32年というような形で一括交付金等々を活用したＭＩＣＥ

という事業が進んだときに、県の沖縄振興特別推進交付金―ソフト交付金、お

おむね500億円と言っておきましょう。この500億円の中から今いっているとこ

ろの、各部の離島物流交通コストに係る経費等を安定的に確保するといったと

きに、県の一括交付金というものが本当に成り立つのか。来年度の予算要求と

いうものがもういよいよ始まっているはずなのだけれども、そういう意味で、

トータルとして、大型ＭＩＣＥと我々のこの離島を含む生活の足を確保すると

いう意味で、これは本気で議論しないと予算の確保というのがおぼつかないの

。 、 、 、ではないか もし今 さまざまな委員からも話があった そのニーズに対して

県の交通行政というものが確保されるや否や。大変な問題だと思うのですよ。

これは早目に議論して、早目に方向性を示さなければ、これは大変ではないの

か。特に我々、離島から出ている者としては、子供等の派遣費を含め、交通コ

ストの飛行機賃の話を初めとするとね。そういう意味では、大変これは大きな

問題が内在しているのではないか。これはいよいよ企画部としても、トータル

としての県の支障のない予算というものはどうあるべきかという議論が大事に

なってくると思うのだけれども、その辺はいかがでしょう。

もともと一括交付金というものは、既存の、それまでの○川満誠一企画部長

全国一律の補助制度ではできない、及ばない、沖縄においては特に離島振興で

あるとか子育て支援とかもろもろの、特に社会政策についてのところに非常に
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効果を発揮していると思います。御指摘のものについては、一括交付金のもと

もとの由来からして、沖縄の抱える政策課題に充当していくのが基本でござい

ますので、いろいろと経済政策のところの大きな事業についての影響は、予算

編成上はあるかもしれませんけれども、我々交通政策を預かる者としては、そ

こに遺漏のないように取り組んでまいりたいと考えます。

担当部署としては頑張りますと言わざるを得ないのだろう○座喜味一幸委員

けれども、そういうことを言って、減らされて、どうしても短期集中的に大型

な投資をするとパイが減っちゃう。そのときには、もうやむを得ずどこかにな

たを振るわないといけないという厳しい状況がもう目の前にあるということだ

けは、そういう部分だけは、現場を預かる部長としては、いい仕事をしている

わけだから、その辺はしっかりと対応していただきたいなというのを希望しま

す。

最後になりますが、実は那覇空港をよく使うのですけれども、モノレールの

入り口がエスカレーターの途中まで混雑している。ピーク時になると、もう外

国のお客さん、国内のお客さんで圧倒的にあふれていて、モノレールそのもの

ももう満杯。２便くらい待たないといけないような状況もあるのだけれども、

この玄関口としてのモノレールの現場の把握、それからどう対策をしていこう

としているのかということ。要請にはないのですけれども、もう起きている現

実、もう一月、二月くらいずっと見ているので、その辺の対策、考え方をお願

いします。

那覇空港の○謝花勉土木建築部都市計画・モノレール課都市モノレール室長

改札口のほうの件だと思いますけれども、沖縄都市モノレール株式会社でもそ

の辺は今把握しておりまして、改札口が少し少ないということで、対応策につ

いては少し検討したいという話は聞いています。けれども、具体的にどういう

ふうにするということまではまだ伺っておりません。それから、乗客の混雑の

話なのですけれども、これにつきましては、この間マスコミにも公開されてお

りますけれども、８月１日からダイヤの改正を予定しております。今現在、平

日それから休日の２つのダイヤ構成なのですけれども、８月１日から、平日、

金曜日、土曜日、もしくは休日、４つのダイヤ改正を今予定しております。そ

れぞれ増便分としまして、平日は12便増便、金曜日が32便の増便、土曜日が34

便の増便、日曜日が14便の増便というような対応を考えています。これによっ

て混雑ぐあいが少し改善されるのではないかということを伺っております。
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臨時便も出すという話も向こうの社員とも話をしてみたの○座喜味一幸委員

だけれども、根本的な改札の増設等も要るのではないか、その辺も私は非常に

、 、感じたので質疑しておきますので 1000万人を超える目標を立てたわけだから

受け入れ体制をスピード感を持って整備することを希望して終わります。

ほかに質疑はありませんか。○玉城満委員長

西銘啓史郎委員。

13ページの陳情第46号の５、第一航空の件なのですけれど○西銘啓史郎委員

も、まず実態として、県としてＣＡＢ―国土交通省航空局が第一航空に出した

業務改善の文書、内容は把握されていますか。去年の３月に出されている文書

だと思うのですけれども。

平成28年３月４日に大阪航空局長から、第一航空に送○座安治交通政策課長

られた事業改善命令の内容は承知しております。１点目は運航乗務員への不適

切な訓練、それから不適切な形態による着陸が指摘されていて、講ずべき措置

として、運航乗務員への訓練体制の抜本的見直しと、安全意識の徹底、コンプ

ライアンス教育の実施と安全カリキュラムの再構築を指摘されております。

それを見てどのように感じますか、県として。○西銘啓史郎委員

着陸のときの事故を惹起させた、その前提といいます○座安治交通政策課長

か、訓練の記録の改ざんというのがあったのははっきり言ってゆゆしきこと、

あってはならないことです。その当時も、事実が出たときに県としてはこんな

ことがあってはおかしいのではないかと、これを徹底的に改善するように要望

したところでございます。

先ほどからのいろいろな答弁を聞いていると、県が余りに○西銘啓史郎委員

も真剣に考えていないのではないかなという感じがするのですよ 要は ＣＡＢ。 、

が指摘をして、今訓練にも入っています。秋ごろには路線も復活する予定です

というように聞こえるのですけれど、何ら県の意思というか強い思いというの

が私は感じられないです。さっきの答弁を聞いていて。25％のお金を出したと

いう、20億円ぐらいでしたっけ忘れましたけれども。お金を出して口を出さな

、 、 、い 経営に関与しないというのは 民間業者はうれしいことなのですけれども

しかし安全に関することですよ。僕は何度も言いますけれども、この指摘事項
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を見たらとっても不安なのですよ。この会社自体が。だから今回の要請で、今

までと変わっているのは、信頼のおける透明性の高い会社にお願いしたいとい

う要請になっているじゃないですか。大城委員からあったように。要は、安全

というものを本当に徹底的に県が意識してもらわないと、島民も不安ですし、

沖縄本島に帰る人間も不安になると思います。ですから、僕の手元にあります

けれども、この文書を見たときは愕然としましたね。これだけのことを指摘さ

れるということは相当なことですよ。もう後には戻れませんけれども、第一航

空を選んだ段階で、どれだけの事故があったのか、どういった訓練をしている

のか、多分県として把握していなかったかもしれません。選択肢としてそんな

になかったというような話も聞いていますし、ただ、選択した以上は、これは

本当に何かあったら大変なことですよ。県が余りにも淡々と説明することをさ

っきから聞いていて、すごい不安なのです。修理をきっちりやった結果、運航

再開まで―秋と言っていますけれど、いつになるかわかりませんけれども、こ

れはきっちりやらないと、事が起こってからでは大変なことになりますので、

これはきっちりお願いしたいと思います。第一航空自体はホームページによる

とセスナ４人乗り、６人乗りを持っているようですけれども、飛んでいる路線

はどれだけあるのですか。

第一航空は、事故以前から粟国路線のみ、不定期路線○座安治交通政策課長

ではありますけれども。

ということはセスナを全部で10機くらい持っているようで○西銘啓史郎委員

すけれど、このＤＣ２機を除いてですね。それは不定期で飛んでいて、定期は

今回初めてという理解でいいですか。

今、粟国路線自体も不定期航路でございまして、これ○座安治交通政策課長

はセスナとかで今まで主力でやっていたのは航空写真とか、地図作成というと

ころをやっていたと聞いております。

くどいようですけれども、ぜひ安全性については、もちろ○西銘啓史郎委員

ん主たる責任はＣＡＢにあるとは思いますけれども、県としてもきっちりこの

辺のフォローはお願いしたいと思います。

、 、 、 、あともう一点 今モノレールの話も出ましたけれども 今 土木建築部から

12便でしたか。増便したりいろいろするということをやりましたけれども、こ

れも私も気になるのは、住民の足としてのモノレールと観光客の足としてのモ
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ノレール、２つの利用実態があると思うのですけれども、これがさらに延伸さ

れて浦西駅から来るときに、住民の利用、簡単に言うと今の時間帯というか、

増便だけで大丈夫なのかどうか。シミュレーションしてどれくらい混雑率が緩

和されるかわかりませんけれども、一番困ると思うのは、本来生活に使おうと

思った住民が使えなくて、またこれが観光客にしわ寄せが行くと。とにかく、

このマイナスの形になることはぜひ避けてほしいので、このまま公共交通とし

ての使命としてこの辺のシミュレーションもきっちりしてもらいたいと思いま

す。

最後に１点だけ、あと２次交通としてのかかわり、公共交通機関として、も

う一つ２次交通の観光バスやレンタカー、代表質問でもしましたけれども、観

、 、 、光立県沖縄として1200万人も迎えるときに 今のいろいろな課題 レンタカー

観光バス、待機場、いろいろな問題、これを横断的に協議していかないと。レ

ンタカーは文化観光スポーツ部で調査しました。ある程度の実態がわかりまし

た、観光バスの待機場は那覇市と沖縄総合事務局が調査しました。あとタクシ

ーも含めて那覇空港の状態がどうなっているかということですね。恐らく那覇

空港のタクシーやタクシー乗り場の人たちは、既存のスペースが欲しいので要

求します。でも実態はどうなっているかというと、いろいろな要素が絡まって

きますから、要は１事業者だけとの対話ではなくて、私が申し上げたいのは横

断的にタクシー、ハイヤー、バス、レンタカー、もろもろこういった課題をト

ータルで考えて、行司役を企画部がやるのか、文化観光スポーツ部かわかりま

せんけれども、とにかく公共交通、２次交通も含めてきっちり整理をしていた

だいて、観光立県沖縄として1200万人を迎えられるように、ぜひお願いしたい

と思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城満委員長

座波一委員。

陳情平成28年第60号、第90号、第128号、これは共通して鉄軌○座波一委員

道の問題ですが、現在ステップ４の段階まで来ているということであります。

毎回、鉄軌道の件につきましては、いろいろ計画そのものの実現性が取り沙汰

されてきていますが、根本的にこの運営主体がまだはっきり示されていないと

思いますけれども、もう一度それを確認します。

現在県におきましては、構想段階にお○宮城優交通政策課公共交通推進室長

ける計画案づくりというものに取り組んでおりますけれども、その次に具体的
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な計画段階、こちらは国で主体的に行っていただきたいと考えておりまして、

その中で具体的な、詳細なルートと駅の位置、数、また交通事業者等々が決定

していくというところでございますので、それ以降の作業になるかと思ってお

ります。

国が計画主体になるようにという考えですか。○座波一委員

県で行っている構想段階の計画案づく○宮城優交通政策課公共交通推進室長

りというのは、おおむねの起終点、おおむねのルート、おおむねの駅の位置、

フィーダー交通のあり方等々を―例えばルートに関しましても、線ではなくて

帯で考えていると。そして、県の考え方を県民一体となってこのルート案でお

願いしたいというところで、それをその先に、計画段階におきましては、国で

事業主体として新たな特例制度の創設、詳細なルート等々の計画を策定してい

ただきたいと考えております。

現段階ではまだまだ国との考え方の整合もとれていないどころ○座波一委員

か、事業に対する理解度というのですか、まだまだ合致していないと思うので

すよ。すなわち、推進力もまだまだ弱いなというのが現実なのですけれども、

、 、これは県民の期待と裏腹に国との認識の違い あるいは事業の採算性も含めて

その辺があらわになってくると、この事業そのものが本当にできるのかという

疑問が出てくるわけですよ。これはまさにＭＩＣＥの問題も根幹的には似てい

て、国の考え、県の考え、いろいろなそもそもがあるわけですけれども、この

鉄軌道に関しましては、本当に国の運営主体でいくという考えならば、やはり

、 、もっともっと国の考え方 あるいは事業計画そのものも介入してもらうという

そういう考えは持っていないですか。

委員御指摘のとおり、国におきまして○宮城優交通政策課公共交通推進室長

も平成22年度あたりから調査・検討を進めておりまして、その中では当然、採

算性の問題とか、費用便益の問題という課題が取り上げられております。我々

との関連としましても、その都度国からも情報提供をしていただきながら、県

も委員会を行う場合には、あちらに情報提供してやってきているところです。

ただ昨年、国庫要請等の中で、要請をした段階におきましても同様の課題とい

うのは示されてきておりました。ここは今後、いろいろな宿題は国からもいた

だくことになると思うのですけれども、一つ一つ丁寧に対応して、求めてまい

りたいと考えております。
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ルート案が７案出て、それからほぼ決定の運びにまで行くと思○座波一委員

いますけれども、これはルートが決まるともう後戻りはできないというか、地

元等沿線が決定したところは、もうそれに向けてまちづくりが始まっていきま

すからね。これは非常に慎重にかつ現実的な決定をしないと大変なことになる

と思います。総事業費の問題、あるいは効率の問題、１時間以内で名護―那覇

間を結ぶという点から言いますと、あるいは事業費の問題から言いますと、か

なり絞られてきていると思うのですよね。どうですか、作業ぐあいは。絞られ

てきていますか。

現在、先ほど委員もおっしゃったとお○宮城優交通政策課公共交通推進室長

り、ステップ４の段階でございます。次回の委員会が、今月の末から来月にか

けて行う予定にしておりますけれども、その中では定量的評価、つまりルート

ごとの利用者数とか、概算事業費とか、それをルートごとに検討するという作

業を予定しておりまして、そこの中で明らかになってまいります。

いつごろ決定する予定ですか。○座波一委員

前回の委員会から、評価項目は多岐に○宮城優交通政策課公共交通推進室長

わたることとルート案が４つから７つにふえたということもありまして、我々

の検討作業に、データの分析等々に時間を要してしまいましたけれども、次回

のステップ４の後半の委員会以降、早急に慎重かつ丁寧にという作業は今後も

ずっとスタンスは一緒ですけれども、よりスピーディーにステップ５までの作

業を進めてまいりたいと考えております。

その時期、いつごろ決定の予定か。○座波一委員

委員御指摘の点は、計画案の選定、策定というお尻○嘉数登企画振興統括監

の部分だと思いますが、今ステップ４の段階、全て決まるとステップ５まで行

きますので、今年度中の策定というものを目指して鋭意取り組んでいきたいと

考えております。

先ほどから議論がありますとおり公共交通としての社会的な役○座波一委員

割の中でも、例えば弱者支援、あるいは観光対策、あるいは通常の産業として

の道ですね、そういうものをひっくるめて、総合的にやはりルートというとこ
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ろで絡み合ってくるわけですから、そういう受け入れが本当に可能である、そ

ういうルートにふさわしいというのが必要になってくると思うのですけれども

ね。とにかく、これを横断的に、県の中で、企画部がまとめてくるとは思うの

ですけれども、私も土木環境委員ではあるのですが、なかなかそういう議論が

ないようなのです。既存事業の取り組みがメーンであるという考えであって、

例えばＭＩＣＥに関連する道路整備、あるいは今の鉄軌道の問題も含めた道路

計画とか、あるいは地域の公共交通網の再編等々もなかなか土木関連からはそ

ういう議論まではまだ入っていないということですが、企画部としてはどう考

えますか、そういう全庁的な取り組みに関しては。これは本来、企画部が主体

となってやるべきところだと思うのですよ。

今現在、鉄軌道の導入に向けて、企画部を中心に動○嘉数登企画振興統括監

いておりますけれども、それでその幹線ができますとフィーダーという言葉が

出てまいります。また、フィーダーの議論をしますと、まちづくりというとこ

ろまで及んでいきますので、当然その段階においては企画部だけではなく土木

建築部、それから関係する部局で十分調整をやっていきたいと考えております

し、さらにその鉄軌道の計画策定に当たっても、当然行政だけで進めているわ

けではなくて、市町村会議ですとか、あるいは住民、県民に対するＰＩ活動と

いうところも十分やっているつもりでございますので、もろもろの意見を結集

しながらこの計画案に反映させていきたいと考えております。

どうしてそのような話をしているかというと、やはり盛り上が○座波一委員

りに欠けるという―市町村が我が町に関連するものかどうかというのに大きな

関心があるということと、関連づけるような交通政策、フィーダー系というこ

とも含めて、もっともっと見えるように議論をするような機会をやっていかな

ければ、これは計画が本当にまだまだ具体化できるのかと疑問を感じざるを得

ないというのが現状です。

鉄軌道導入に向けた県民の盛り上がりというところ○嘉数登企画振興統括監

だと思いますけれども、今その計画策定に向けて５段階に分けて段階ごとに検

討を進めております。各段階においても、ＰＩということで住民の意見を聞く

ということをやっておりまして、当初3000件とか5000件とかいう意見でしたけ

れども、これが6000件、直近では9000件と、かなり県民の関心も高まってきて

おります。もちろん9000件あればいいという話ではなく、もっともっと意見は

あるかと思いますので、そういった意見を取り入れながら、あるいはもっと喚
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起しながらベストなものをつくっていきたいと考えております。

ほかに質疑はありませんか。○玉城満委員長

比嘉瑞己委員。

私も関連して。同じ問題意識を持っているものですから。今○比嘉瑞己委員

年度中に計画案の策定を考えているというのですが、もちろんスピード感は大

切なのですが、今後の沖縄の形を変えるくらいの大きな計画なので、慎重さも

重要だと思うのですね。特にルート案決定という一番大事なこのステップ４の

段階で、拙速にしてはいけないと思うのですよ。当初、ステップ４でのルート

案決定はいつを目指していて、さっきおくれている話はあったのですが、いつ

までにステップ４のお尻は決めようとしていますか。

計画策定自体、昨年度末という目標を持っておりま○嘉数登企画振興統括監

した。先ほど来説明しておりますように、ルートが当初の４つから、３つの案

が追加されまして、その作業に時間を費やしているということで、ステップ５

まで終えて、最終的な計画策定というところは、今年度末を目標に鋭意取り組

んでいきたいと考えております。

これは決して行政の怠慢ではないと思うのですね。皆さんが○比嘉瑞己委員

真剣に県民の声を聞こうとした結果、ルートだって４から７にふえたわけで、

そうした声をしっかり反映できるようなしっかりとした計画をつくるというの

が一番の大切なところですので、拙速過ぎないということを口酸っぱく言って

いるのです。仮にこのステップ４で決まったルート案は、もうステップ５では

動かせない、こういう理解でいいのですか。

検討をステップ１からステップ５ということで段階○嘉数登企画振興統括監

的に進めておりますのは、後戻りがないような形で慎重に進めていこうという

ことで段階的に検討を進めておりまして、基本的にステップ４を経ましてステ

ップ５に行きますと、後戻りはない。ですから、比嘉委員が御指摘のように慎

重かつ丁寧な作業ということが今後とも求められていると考えております。

なおさら今のステップ４がどれだけ重要かというのがよくわ○比嘉瑞己委員

かると思うのですけれども、そうした中で座波委員もおっしゃっていましたけ

れども、フィーダーの関係だったり、あるいは市町村にとってはまちづくり全
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体にかかわる問題なのですよね。私たち議会としても、どういう案が一番いい

のかという議論に参加をしたいのですが、なかなか今回の審査でも進 状況は

見えません。以前は進 状況、始まる前に学習会的にやっていただいたのです

けれども、ああいったものも委員会としてもっと頻繁にやるべきじゃないかな

と考えています。皆さんは専門の皆さんを交えて、かなり詳細な角度から検討

しているのですけれども、そうした判断材料が、私たち議員はもとより、県民

になかなか届いていないと思うのですよ。私は、9000件の意見というのは140

万人の県民からしては決して十分な数だとは思いません。だから、ステップ４

で終わって決まったあと、公表したときに、いろいろな意見が殺到すると思う

のですよ。やはり、その議論を今この時期に、丁寧にやる仕組みというのが大

切だと思います。これまでの委員会でももっと県民参加型にしてくれと。もち

ろん国の意見も大切ですけれども、県民がどう考えているかという意見を聞か

ずに国と意見交換はできないと思うのですよね。やはりそういった意味で、ど

ういった形で県民を巻き込んだ計画にしていくのか。皆さんは今もやっている

と思うのですけれども、本当に地域のおじいちゃんから子供たちをひっくるめ

た、もっと幅広い県民参加型という視点が必要だと思うのですけれども、そこ

ら辺はどうお考えですか。

まず議会への報告ですけれども、９月議会、次回の○嘉数登企画振興統括監

議会において、これまでの取り組み状況も踏まえて詳細な報告をしたいと考え

ています。それとステップ４で決めたことはという話がありますけれども、当

然そのステップ４で議論している内容についてもＰＩという住民の意見を聞く

という機会も設けてまいりますので、その委員会だけで決めるというよりも、

県民の意見を聞きながら評価項目に沿って決めていくという手順を、繰り返し

になりますが、慎重かつ丁寧に進めていきたいと考えております。

繰り返しになりますけれども、そのパブコメとかですね、一○比嘉瑞己委員

県民はなかなか参加できないと思いますよ。普通の主婦だったり、それこそ高

校生だったり、本当に県民みんなの声が反映できるような仕組みというのがち

ょっと弱いような気がしますのでね。そうした意味で、私たち議会も説明責任

を問われてきますので、広く情報が行き渡るような―テレビの番組１つ買い取

って今の進 状況を説明するだけでも反響は大きいと思いますよ。いろいろな

意見広告の形もあると思いますので、その工夫も必要だと思います。最後に部

長から答弁をお願いします。
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御指摘のとおり構想段階とはいえ、計画案を定めるに際○川満誠一企画部長

しては、抜かりないように手順を踏んでやってまいっておりますが、御指摘の

とおり収れんしていくためには、正当な、丁寧かつ慎重な手順が必要というこ

とでございますので、今後とも一般の県民の皆様になるべく可能な限りできる

、 、 、 、だけ一生懸命情報が届くように ニューズレターであったり テレビ ラジオ

公共放送機関もございますし、県民会議等の今持っているチャンネルを全部駆

使して、県民の皆様の御意見を拝聴するように全力で取り組んでまいりたいと

考えております。

ほかに質疑はありませんか。○玉城満委員長

翁長政俊委員。

陳情平成28年第45号の５の４番ですけれども、久米島のフェ○翁長政俊委員

リーの代替については、これは皆様方の資料を読んでいると、要するにこれは

。 。 。できないとしか読めないのですよ やれない 全16航路を更新した後にやると

残りは８航路あると。８航路については、平成33年までに皆さん方は整備する

予定だと理解しておりますけれども、財政的な問題も含めて、どれくらいのボ

リュームが必要なのですか。

現在、残り８航路の建造の支援をしていかなければい○座安治交通政策課長

けないわけですけれども、久米島町から求められているところ、久米島町の船

は大体25億円くらいかかります。県の補助額はスキームでいうと十五、六億円

になると思います。残りの８航路については、全８航路をまとめても現在のと

ころ30億円から40億円程度。今後設計していかないと詳しいことはわからない

のですが、その程度になっておりまして、かなり大きいところがございます。

予算の財政的な措置の面というのはまた考慮していかないといけませんので、

この８航路のめどが立って検討していきたいと思います。

そういうことですから、財政的処置ができないと。簡単に言○翁長政俊委員

。 、 。 、えばね ８航路やった後に 財政的に可能であればやると 問題なのはですね

、 、 。 、沖縄振興計画を含めて 一括交付金 平成33年で切れるのですよ 皆さん方は

当初この計画をつくった段階で、この10年間の一括交付金があるうちに、これ

を入れていこうというようなものが、多分皆様方の計画の主眼だったと思いま

すよ。しかし、この平成33年以降のいわゆる沖縄振興特別措置法―沖振法も含

めて、一括交付金も含めて、正直なところどうなるかわからない。延長ができ
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るのかどうなのか。これは沖振法もある意味ではもう50年、半世紀やることに

なりますから、大きな政治決断が求められていく。ですから、この間にやれる

ものはきちっと財政的処置も含めてやっておかないことには、これは何の担保

も持ち得ないと私自身は考えているのですよ。ですから、やれる分は私はやっ

ていただきたいと思っているのですけれども、実際かさ上げしてやることは可

能ですか。

金額の問題も重要ですけれども、この事業を進める上で○川満誠一企画部長

予算というのは伸縮というか、思いのほかかからなかったとか、いろいろなこ

ともございますので、全体を考え合わせて進めてまいりたいと。先々のことは

軽々には申し上げられないのは承知しているのですが、一括交付金と次の沖振

法が時限立法ですから切れて、特例的財政措置の行方というのは非常に気にな

るところであるのですけれども、その制度は非常に重要で必要だと私らは思い

ますけれども、政策課題というのは、離島の振興というのは、ずっと続くこと

でございますので、これは政策課題としては把握してですね、どのくらいの財

政措置が必要ということは常に丁寧に繰り越しておく必要があるのかと思いま

、 、 、すので お金があるからやる ないからやらないということではなくてですね

お金を工面する努力をしながら必要性についても検討して、それで冒頭申し上

げましたとおり、当事者が全員集まっての計画でございますので、変更につい

ても全員集まって計画を変更して、可能な限り進めるように努力してまいりた

いということで―担保があるかと言われればなかなか苦しいところもございま

すが、例えば補助率をここまでしか工面できないのであれば、いろいろな相談

をしながら進めてまいりたいということも、これは決まったことではありませ

んけれども、考えとしては持って進めてまいりたいと考えているわけでござい

ます。

そうとしか答えようがないだろうと思うのですが、ただ、政○翁長政俊委員

策課題として、これは消えることは私はないだろうと思っています。島の交通

状況がそういう状況ですから、島民の皆さん方が安定して定住できるような環

境をつくっていくという政策課題はずっと続いていくし、それに向けてまた努

力をしていかなければいけないというのはわかります。しかし、それをしっか

りとサポートするということになると、財政的裏づけがあって初めて可能なこ

とであって、今、部長の言われるように、沖振法を含めて、何ていうのかな、

さらなる時限立法の延長が必要だというお話をされておりましたけれども、た

だ、翁長県政のおかしなところは政策参与に池宮城さんという方がつきました
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よね、今度。この方の持論は、沖振法なんて要らないと。一括交付金なんて。

これは地方交付税の延長のようなものだから、こんなことなくたって、沖縄の

自立は可能だという持論を持っている人でしょう。こういうことをとうとうと

公でしゃべる方を参与に迎えて、沖縄の財政基盤をつくっていくということに

なると、これは皆さん方が今やっている、与えられた範囲の中でのいわゆる沖

振法という、さらには高率補助や一括交付金という財政運用の中で、全く逆行

したような持論を持った人に財政提言を沖縄県が求めていくという。これはど

ういうことなのかな。こんな形で本当に物事が前に進んでいくのかととても不

安を持っています。ですから、この離島の皆さん方が望んでおられる離島苦の

解消を含めてですね、財政的な裏づけも含めてですよ。これはしっかり皆さん

方がやっていくという強い決意、特に知事三役にはそれが求められるだろうと

思っておりますので、これは提言として私から強く申し述べておきますので、

頑張っていただきたいと思っています。

それと継続の陳情、鉄軌道の関連なのですけれども、先ほどから出ています

が、中・北部地域に向けての公共交通のあり方として、この事業が導入される

と思いますけれども、これにひっかけて聞くしかなくてですね、例の北部地域

に向けての高速船の話が出ていましたよね。内閣府においては５月16日に、本

部港に向けていわゆる高速船の検討に入っています。沖縄県としては北部地域

全体の交通、要するに総合交通、公共交通という意味においては、高速船の導

入というのはどう捉えているのですか。

北部地域と南部地域を結ぶ高速船の導入に関しては、○座安治交通政策課長

現在、県の交通政策課で需要、あるいは想定する船の種類、採算性、必要な施

設等を調査するということで、８月―来月に発注するということで準備を進め

ているところであります。

余り意味がわからなかったけれども。もう少しわかるように○翁長政俊委員

説明してよ。

失礼いたしました。北部地域についての公共交通、沖縄○川満誠一企画部長

本島内の公共交通も本会議でも答弁させていただきましたが、かなり交通流量

が拡大して観光客も非常にふえてきて、レンタカーも今３万数千台と聞いてお

。 、ります 陸上交通は自動車道も非常に渋滞を来す状況もよくあるということで

渋滞を解消するという決め手というのはなかなか難しいかもしれませんが、那

覇市から北部地域に、特に本部町方面にどのような交通手段があれば実際の観
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光客の中心となろうか、ニーズに応えられるかということを調査をしたいとい

うことでございまして、県民一般の方が船に乗ってゆっくり移動するというこ

ともあろうかと思いますけれど、目下のところは観光客の方々が乗って運べる

容量であるとか金額であるとか、そういうことを調査したいということでござ

います。

これは観光目的というよりも、これだけ陸路の交通が混雑を○翁長政俊委員

来して大変だという時代、時間的な問題も含めて、こういったことを考えたと

きに、県民の足としてのいわゆる高速船の使い方、これは近隣離島がそういう

形で使っておりますけれども、観光客、地元の県民も含めてそれを活用できる

システムをあなた方の構想の中で持って、しっかり組み立てていくということ

を―今、国がやろうと考えているのに、県がどういうスタンスでこの問題を捉

えて、あれは国が主体じゃないでしょう。沖縄県が主体ですよ、やる以上は。

やるという決定が、内閣府がやるという決定はないだろうけれども、仮にやる

としても、沖縄県が受け皿になってやるという話になるはずですから、そこは

しっかりとしたビジョンやそういったものを確立する必要があるのではないで

すか。これは何も本部町だけに行くのじゃなくて、北谷町に来て、名護市に行

って、名護市から本部町に行くという。これは幾つかのルートが考えられてい

る。沖縄総合事務局では、那覇北谷航路というのはあるのじゃないかという検

討があるようにも聞いているのですが、実際あるのですか。情報は持っていま

すか。

今、内閣府でやっているのは交通網の多様化というこ○座安治交通政策課長

とで、北部地域や離島地域を周遊する新たな交通事業にどういうアイデアがあ

るかを事業者を中心に募っているという段階と聞いておりまして、そのいろい

ろなアイデアを期待しているというところであると思います。

、 。○翁長政俊委員 ですから 関心のある企業や自治体がどういう形でやるのか

国は公募すると言っているのですよね。公募して、アイデアを募りたいと。県

も国に呼応して、いわゆる海上交通網のあり方というのは、僕は真剣に考える

べきだと思っていますよ。大田県政の時代に１回失敗はしましたけれども、あ

のときのニーズと今とでは随分社会環境も違っていますし、今であれば十分採

算がとれるのじゃないかという発想がベースにありますので、ここは部長、県

の政策としてきちっと格上げして、真剣に調査費をつけてやるくらいの腹はな

いのですか。
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渋滞の解消、多様な交通手段の確保というのは非常に重○川満誠一企画部長

要な課題だと認識しております。実際のところ委員が御指摘のように、さきに

やんばる急行バスのこともございましたが、的確なニーズの把握が持続的に事

業が展開できるということの必須条件だと思いますので、目下は御指摘を踏ま

えて、現在のニーズがどこにあるのか、あるいは船で移動するとなると陸上よ

り少々時間もかかると思いますので、その際には料金に見合ったような付加価

値の提供ができるかとか、いろいろなことが出てくると思いますので、まずは

ニーズを把握してまいりたいと。御指摘のように、20年前とは社会環境も大き

く変わっておりますから、ニーズも大きく志向も変わってきているのではない

かということもございますので、まずは今年度調査をしてまいりたいと考えま

す。

私が注視しているのは、いわゆる内閣府の沖縄担当、さらに○翁長政俊委員

は沖縄総合事務局含めて、これは既に先行していますよ。先行して調査に入っ

ています。私どものほうにも説明に来たいという話も正直なところ入ってきて

いるのですよ。そういうことを勘案すると、県側がもう少し積極的にこの問題

を取り上げて、国が先行して、沖縄県が後についてくるというやり方じゃなく

て、県が先行するというやり方をぜひやってもらいたいと。そのためにはしっ

かりした調査をもとにして、政策を組み上げていくということをやっていただ

きたいと。これも提言しておきます。

ほかに質疑はありませんか。○玉城満委員長

上原章委員。

先ほどの鉄軌道に関連してなのですけれども、県は今ステップ○上原章委員

４ということで、関係市町村等との説明会を始めていると聞いております。こ

の辺の状況を教えてもらえますか。

これまでの各ステップごとに、広報啓○宮城優交通政策課公共交通推進室長

発の活動、ニューズレターの配布とかパネル展示を行いながら、市町村との会

議につきましても平成27年の５月あたりで設置をして、県民会議も含めてです

けれども、今まで３回ほど実施してきております。今後もそれはステップごと

にやっていく予定であります。
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市町村への説明の状況について説明させていただき○嘉数登企画振興統括監

ます。各市町村からピックアップして申し上げますけれども、検討の進め方に

関して、情報公開をしつつ、各市町村、県民の意見を聞きながら公平・公正に

決めていくことは大切であって、県民の大多数に理解してもらえるよう進めて

ほしいということですね。定時・速達性のあるバスの確保、快適なバス停の整

備、多様な交通手段の組み合わせによるネットワークの整備等を総合的に進め

ていくことが必要だというような御意見がありました。

年度内に７つのルート案を１つに絞り込んで、いよいよ国とま○上原章委員

た折衝していくと思いますけれど、非常に大事なところに来ているかと思うの

で、特に市町村、陳情も出ている中で多くの県民が理解できる案をつくってほ

しいなと思っています。

それで、今回の鉄軌道、皆さんが構想案の中で、具体的にその方法、公設民

営というような話も聞くのですけれど、ある程度モデルになる鉄軌道、その辺

の調査の段階で具体的にちょっと教えていただければありがたいのですが、現

場でもこれだけ大型なプロジェクトが本当にできるのかなと、具体的にどうい

う鉄軌道の導入を考えているのか。いろいろ我々にも問い合わせがあってです

ね、ここ数年調査をして現地にも行ったりしていると思いますけれども、この

辺の説明をちょっといただけませんか。

これまでほぼ同規模ということで、つ○宮城優交通政策課公共交通推進室長

くばエクスプレス等の視察とか、そういうものを参考事例として情報もいろい

ろいただきながらやってきているところではございます。ただ、上下分離方式

というインフラ整備は国で行っていただいて、事業者側が車両を持ってきて運

行を行うという特例制度の創設については、負担の割合等々も含めて、我々と

しては特例制度として考えておりますので、他の鉄道とそのあたりの仕掛けと

いうものが若干違うのかなと思ってはいます。

全国に多くの鉄軌道があるのですけれども、今おっしゃるよう○上原章委員

な沖縄県のこれまでの歴史で鉄道がないというのは―戦前はそういう時代があ

ったと聞きますけれども、今、全国でこういった特例制度を設けてやるような

事例はあるのですか。

他県においてはそのような動きはあり○宮城優交通政策課公共交通推進室長

ません。
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海に囲まれた島ということもあって、非常に他県の状況とは大○上原章委員

分違うとは思うのですが、県民の悲願ではあるのですよね。具体的に今言った

上下分離方式、これはありますよね、国内に。これはどこですか。

沖縄県がモデルとしているのが、今言った整備新幹○嘉数登企画振興統括監

線の整備方式なのですけれども、整備新幹線は上下分離方式ですね。ですけれ

ども、ほかにも上下分離で運営しているのは、ちょっと今手元に資料はないの

ですが、そういった運営形態をとっているところはございます。

国は国で今調査費をつけて、具体的に沖縄県に鉄軌道をつくっ○上原章委員

ていけるのか、県は県で独自に調査を積み上げてきているのですけれど、本会

、 、議で両方のこれまでの費用 どのくらいかけて導入の取り組みに入っているか

質問させてもらった。国と県で10億円を超える予算をつけて今まで調査をして

きているというわけですけれども、ステップ４、今年度内で構想案ができる中

で、私は水面下で皆さんが国との共有の環境をどう整えるかというのは非常に

重要だと思っているのです。県が 「はい、できました。ぜひこれでよろしく、

お願いします 」と「はい。わかりました 」ということにならないと思うの。 。

ですよ。国とのその辺の意見交換、キャッチボールはどうなっていますか。

調査自体はおのおのでやっているのですが、当然そ○嘉数登企画振興統括監

の調査をやるに当たっては調査内容、調査結果がどうなっているかというよう

な意見交換もさせてもらっておりますし、今後とも連携、意見交換をしながら

進めていきたいと思っています。

それから、県では委員御指摘のように、もうステップ４の段階に来て、今後

ルート案を選定していくという重要な時期に来ておりますけれども、当然その

ルート案選定の際にはいろいろな、事業採算性の問題、費用便益等の問題が出

てまいりますので、そこはきちんと国にも説明して理解いただけるように取り

組んでいきたいと思っています。

先ほど他の委員からもありましたが、事業主体、これはもう国○上原章委員

がしっかりやってもらわないと到底できない構想、プロジェクトだと思うので

すけれども、先ほどの特例制度の創設も含めて、今の段階でいいですので、国

がしっかりやるというようなところは皆さんのほうで、その方向で動くという

ことで我々議会は認識していいのでしょうか。
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国においても調査は進めておりますけれども、いま○嘉数登企画振興統括監

だそのビー・バイ・シーというのですか、そういったところに課題があるとい

うこともおっしゃっておりますので、まだまだ詰めていかなければいけないと

ころはあるかなとは思っています。

再度聞きますけれども、国もしっかりやるという方向で県と共○上原章委員

有しているという受けとめかたでいいでしょうか。

もちろん我々はそういう方向で進めていきますけれ○嘉数登企画振興統括監

ども、我々の一番の根拠といいますか、沖振法、それから基本方針にあるとお

り、国がそういった沖縄の鉄道・軌道のために検討するという部分があります

ので、そこを根拠として、足がかりとして議論をやっていきたいと思っており

ます。

本当に大事な取り組みですので、よろしくお願いします。○上原章委員

ほかに質疑はありませんか。○玉城満委員長

（ 質疑なし」と呼ぶ者あり）「

質疑なしと認めます。○玉城満委員長

以上で、企画部関係の陳情に対する質疑を終結いたします。

説明員の皆さん、大変御苦労さまでした。

休憩いたします。

（休憩中に、執行部退席）

再開いたします。○玉城満委員長

陳情の質疑については全て終結し、採決を残すのみとなっております。

これより陳情の採決を行います。

陳情の採決に入ります前に、その取り扱いについて御協議をお願いいたしま

す。

休憩いたします。
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（休憩中に、陳情等の取り扱いについて議案等採決区分表により協議）

再開いたします。○玉城満委員長

お諮りいたします。

陳情については、休憩中に御協議いたしました議案等採決区分表のとおり決

することに御異議ありませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

御異議なしと認めます。○玉城満委員長

よって、さよう決定いたしました。

次に、閉会中継続審査・調査事件の申し出の件についてお諮りいたします。

先ほど、閉会中継続審査・調査すべきものとして決定した陳情７件とお手元

に配付してあります本委員会付議事件を閉会中継続審査及び調査事件として、

議長に申し出たいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

御異議なしと認めます。○玉城満委員長

よって、さよう決定いたしました。

以上で、本委員会に付託された陳情の処理は全て終了いたしました。

委員の皆さん、大変御苦労さまでした。

本日の委員会は、これをもって散会いたします。
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沖縄県議会委員会条例第27条第１項の規定によりここに署名する。

委 員 長 玉 城 満
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